
九
月
二
十
四
日
（
土
）

午
後
一
時
半
か
ら
、
茨
城

労
連
第
34
回
定
期
大
会
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
代
議
員
33
名
、

委
任
状
32
名
で
、
開
会
時

か
ら
代
議
員
が
揃
い
時
間

通
り
開
会
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
定
期
大
会
は
、

七
月
の
参
議
院
選
挙
で
市

民
と
野
党
の
共
闘
が
伸
び

ず
、
自
民
党
が
単
独
過
半

数
を
、
改
憲
4
党
の
議
席

が
改
憲
発
議
要
件
で
あ
る

3
分
の
2
を
大
き
く
上
回

る
177
議
席
を
獲
得
し
た
中

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
参
議
院
選
挙

中
に
、
安
倍
元
首
相
が
旧

統
一
教
会
の
信
者
二
世
の

青
年
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ

た
こ
と
か
ら
自
民
党
と
旧

統
一
教
会
の
関
係
が
明
ら

か
に
な
る
中
で
岸
田
内
閣

の
支
持
率
が
急
落
し
、
強

行
し
た
安
倍
元
首
相
の
国

葬
に
は
全
国
で
反
対
の
声

が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。

軍
事
費
の
２
倍
化
や
敵

基
地
攻
撃
能
力
の
保
持
な

ど
軍
事
大
国
化
を
狙
う
岸

田
内
閣
に
対
し
て
、
労
働

組
合
と
し
て
憲
法
を
守
り

生
か
し
、
労
働
者
の
要
求

実
現
と
国
民
生
活
守
れ
の

運
動
を
強
化
す
る
こ
と
の

意
義
が
大
会
で
は
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

（
自
治
労
連
）
統
一
行

動
と
し
て
継
続
実
施
し
て

い
る
「
な
く
そ
う
長
時
間

残
業
、
自
治
労
連
い
っ
せ

い
職
場
訪
問
」
は
今
年
で

六
回
目
と
な
っ
た
。
今
年

は
６
単
組
が
取
り
組
み
、

４
０
人
が
１
８
７
カ
所
を

訪
問
し
た
。
今
年
は
、
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

「
残
業
実
施
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
実
施
し
、
直
近
１
ヶ
月

の
時
間
外
の
状
況
や
サ
ー

ビ
ス
残
業
の
状
況
を
調
査

し
た
。

（
県
交
労
）
ウ
ォ
タ
ー
エ

イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
春
闘
で

あ
る
が
、
今
年
は
一
人
平

均
３
万
円
、
夏
一
時
金
３
ヶ

月
を
要
求
し
た
。
会
社
の

第
１
次
回
答
は
、
６
８
０

０
円
、
一
時
金
２
．
３
５
ヶ

月
だ
っ
た
。

組
合
は
、
２
回
目
の
交

渉
当
日
に
本
社
に
出
向
き

抗
議
行
動
を
行
い
、
抗
議

文
を
読
み
上
げ
た
。
ま
た
、

交
渉
に
参
加
し
た
組
合
員

が
腕
章
と
ハ
チ
マ
キ
を
し

て
抗
議
の
意
を
示
し
た
。

水
道
事
業
は
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
で
あ
り
、

コ
ロ
ナ
に
か
か
っ
て
も
止

め
る
わ
け
に
い
か
な
い
。

社
員
が
年
々
減
っ
て
い
る

中
で
も
み
ん
な
が
ん
ば
っ

て
い
る
。
み
ん
な
の
努
力

を
賃
上
げ
や
一
時
金
に
反

映
さ
せ
ろ
と
声
を
上
げ
た
。

三
回
目
の
交
渉
で
、
会

社
側
は
賃
上
げ
７
５
０
０

円
、
一
時
金
２
．
４
ケ
月

プ
ラ
ス
一
万
円
の
回
答
を

し
て
き
た
。
結
果
、
妥
結

と
な
っ
た
。

（
い
ば
ら
き
コ
ー
プ

労
組
）

本
日
の
資
料
集
の
中
に

「
生
協
労
連
が
掲
げ
る
２

７
０
万
円
政
策
」
の
チ
ラ

シ
が
あ
る
の
で
、
見
て
く

だ
さ
い
。
２
７
０
万
円
で

は
暮
ら
せ
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
質
問
も
あ
る

が
、
２
７
０
万
円
で
暮
ら

せ
な
い
の
は
社
会
保
障
が

不
十
分
で
生
活
に
お
金
が

か
か
り
す
ぎ
る
か
ら
だ
。

住
宅
費
や
教
育
費
な
ど

に
お
金
が
か
か
り
す
ぎ
る

の
は
、
国
の
社
会
保
障
費

が
低
額
で
あ
る
た
め
だ
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
賃
金
の

底
上
げ
」
と
「
社
会
保
障

の
充
実
」
。
２
７
０
万
円

政
策
は
非
正
規
の
た
め
の

政
策
で
は
な
く
、
す
べ
て

の
労
働
者
に
、
人
権
が
保

障
さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
す

政
策
に
な
っ
て
い
る
。

生
協
労
連
は
、
最
低
賃

金
・
均
等
待
遇
の
取
り
組

み
は
行
っ
て
き
た
が
、
社

会
保
障
の
取
り
組
み
は
あ

ま
り
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

今
後
は
、
社
会
保
障
や

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
充

実
さ
せ
る
運
動
を
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
一
つ
一
つ
や
っ

て
い
き
た
い
。

（
高
教
組
）
県
内
の
定

時
制
高
校
の
栄
養
職
員
か

ら
聞
い
た
話
。
茨
城
県
の

栄
養
職
員
は
全
員
臨
時
採

用
に
な
っ
て
い
る
。

定
時
制
高
校
で
は
、
外

国
人
の
高
校
生
が
増
え
て

い
る
が
、
生
徒
が
ア
ル
バ

イ
ト
で
働
か
な
い
と
食
べ

て
い
け
な
い
く
ら
い
一
家

の
大
黒
柱
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
保
護
者
は

衣
食
住
の
世
話
（
特
に
食
）

を
し
て
く
れ
る
と
は
限
ら

ず
、
外
国
人
の
保
護
者
は

行
政
的
な
支
援
策
を
分
か
っ

て
い
な
い
場
合
も
多
い
。

保
護
者
が
病
気
に
な
っ

た
ら
、
病
院
に
連
れ
て
行

か
な
い
と
い
け
な
い
生
徒

も
い
て
、
ま
さ
に
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。

こ
う
し
た
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
最
低
賃

金
を
引
き
上
げ
る
必
要
が

あ
る
し
、
行
政
の
生
活
困

窮
者
支
援
策
な
ど
の
情
報

を
丁
寧
に
伝
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

（
医
労
連
）
６
次
に
渡

る
「
コ
ロ
ナ
対
応
ア
ン
ケ
ー

ト
」
や
記
者
会
見
を
頻
回

に
行
い
、
ツ
ィ
タ
ー
デ
モ

な
ど
で
運
動
を
進
め
た
。

結
果
、
コ
ロ
ナ
関
連
補

助
金
や
直
接
労
働
者
に
支

払
わ
れ
る
「
処
遇
改
善
事

業
（
看
護
師
４
０
０
０
円

相
当
、
介
護
士
９
０
０
０

円
相
当
）
や
新
た
に
十
月

か
ら
診
療
報
酬
に
組
み
込

ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

「
看
護
職
員
処
遇
改
善
評

価
料
」
（
最
大
１
２
０
０

０
円
相
当
）
を
実
現
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

の
プ
ラ
ス
改
定
を
は
じ
め

と
し
た
「
社
会
保
障
の
充

実
」
が
労
働
組
合
と
し
て

も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

２
０
秋
闘
か
ら
行
っ
て

い
る
「
声
か
け
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
に
よ
っ
て
、
す
べ
て

の
単
組
で
加
入
が
進
ん
で

い
る
。
断
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
か
ら
「
入
っ
て
く

れ
た
ら
ラ
ッ
キ
ー
」
程
度

の
気
軽
さ
を
前
提
と
し
て
、

職
場
の
人
に
「
組
合
に
入

ら
な
い
」
と
声
を
か
け
て

み
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の

中
で
、
２
１
年
度
は
９
ヶ

月
連
続
加
入
が
実
現
で
き

た
。

（
全
国
一
般
）
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
水
戸
分
会
は
、

不
当
解
雇
撤
回
を
求
め
組

合
を
結
成
し
、
４
回
の
団

体
交
渉
に
取
り
組
ん
だ
が
、

会
社
側
は
団
交
を
拒
否
し
、

２
０
１
９
年
７
月
に
水
戸

地
裁
に
提
訴
し
た
。
２
年

半
の
裁
判
は
１
７
回
に
な
っ

た
が
、
２
２
年
春
に
は
不

当
敗
訴
と
な
っ
た
。

そ
の
後
高
裁
に
控
訴
し
、

１
１
月
８
日
（
火
）
に
高

裁
で
の
口
頭
弁
論
に
な
っ

た
。
地
裁
判
決
で
は
「
被

告
側
証
人
が
嘘
を
つ
く
理

由
が
見
当
た
ら
な
い
」

「
原
告
の
証
言
で
被
告
側

証
言
を
覆
す
に
は
乏
し
い
」

と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
た
。

今
後
、
十
月
の
一
ヶ
月

を
使
い
、
全
国
の
仲
間
や

茨
城
労
連
の
各
組
織
に
要

請
し
、
高
裁
に
対
し
公
正

な
裁
判
を
求
め
る
請
願
署

名
に
取
り
組
む
の
で
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

（
電
機
情
報
ユ
ニ
オ

ン
）
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
を
使
っ

て
の
リ
ス
ト
ラ
が
続
い
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

テ
レ
ワ
ー
ク
が
増
え
て
い

る
が
、
パ
ワ
ハ
ラ
と
残
業

代
が
申
請
で
き
な
い
な
ど

の
問
題
が
広
が
っ
て
い
る
。

日
立
関
連
企
業
の
低
賃

金
が
地
域
で
は
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
労
働
者
が
４
０
，
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５
０
代
に
な
っ
て
も
月
収

２
０
万
円
台
で
、
最
低
賃

金
ギ
リ
ギ
リ
で
働
い
て
い

る
労
働
者
も
少
な
く
な
い
。

（
JMITU
）
組
合
員
が
退
職

に
な
っ
て
、
池
貝
支
部
が

消
滅
し
た
。
組
織
拡
大
の

た
め
に
は
対
話
が
重
要
で
、

未
組
織
の
組
織
化
に
精
力

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
。

春
闘
で
は
７
８
０
０
円

の
賃
上
げ
を
実
現
で
き
た

が
、
生
活
を
守
る
た
め
に

は
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

を
も
と
に
、
初
任
給
の
引

き
上
げ
を
求
め
て
い
く
必

用
が
あ
る
。
初
任
給
の
引

き
上
げ
を
求
め
る
中
で
、

青
年
層
の
組
織
拡
大
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
私
教
連
）
霞
ヶ
浦
高

校
で
は
、
赤
字
を
理
由
に

３
月
に
付
属
中
が
閉
鎖
を

発
表
し
た
。
閉
鎖
は
教
職

員
の
リ
ス
ト
ラ
に
つ
な
が

る
問
題
で
あ
る
の
で
、
組

合
は
財
政
分
析
を
行
い
な

が
ら
交
渉
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

明
秀
学
園
日
立
で
は
１
，

２
年
目
の
常
勤
講
師
の
雇

い
止
め
が
あ
っ
た
。
組
合

は
黒
字
で
は
な
い
か
と
追

及
し
、
交
渉
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

水
戸
啓
明
高
校
で
は
学

校
か
ら
の
パ
ワ
ハ
ラ
で
、

う
つ
病
に
な
っ
た
教
員
が

い
る
。
労
災
認
定
の
申
請

を
し
た
が
、
学
校
側
が
労

災
を
認
め
ず
、
交
渉
に
な
っ

て
い
る
。

（
杉
の
子
保
育
園
分

会
）
杉
の
子
分
会
は
、
茨

城
労
連
の
大
会
な
ど
に
参

加
で
き
な
か
っ
た
が
、
今

回
参
加
し
て
高
教
組
の
発

言
な
ど
を
聞
い
て
、
子
ど

も
や
人
と
か
か
わ
る
仕
事

で
同
じ
よ
う
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

非
常
に
勉
強
に
な
っ
て
参

加
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た

と
思
う
。

杉
の
子
分
会
で
は
、
４

月
に
福
祉
保
育
労
の
統
一

要
求
と
独
自
要
求
を
合
体

さ
せ
た
要
求
書
を
提
出
し
、

５
月
に
団
体
交
渉
に
取
り

組
ん
だ
。
交
渉
に
参
加
で

な
い
組
合
員
に
は
要
求
に

関
す
る
手
紙
を
書
い
て
も

ら
い
、
交
渉
の
席
上
手
紙

を
読
み
上
げ
た
。
結
果
、

６
０
代
の
処
遇
改
善
が
実

現
で
き
た
。
ケ
ア
労
働
者

の
９
０
０
０
円
は
本
俸
で

は
な
く
、
手
当
で
支
給
さ

れ
て
い
る
の
で
、
今
後
交

渉
し
て
い
き
た
い
。

茨
城
県
の
最
低
賃
金
が

今
年
１
０
月
１
日
か
ら
、

昨
年
よ
り
も
３
２
円
上
が
っ

て
９
１
１
円
に
な
っ
た
。

最
低
賃
金
の
問
題
で
は
、

茨
城
労
連
が
実
施
し
て
い

る
公
契
約
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
会
計
年
度
任
用
職
員

（
非
正
規
職
員
）
の
８
０
．

９
％
が
女
性
で
あ
る
な
ど
、

最
低
賃
金
の
低
さ
が
男
女

間
の
賃
金
格
差
を
作
り
出

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

男
女
間
の
賃
金
格
差
を

解
消
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
社
会
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
は
最
低
賃
金
を
全

国
一
律
１
５
０
０
円
に
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
最
低
賃
金
を
引

き
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、

税
や
社
会
保
険
の
事
業
主

負
担
な
ど
を
公
費
負
担
に

し
て
中
小
企
業
支
援
を
充

実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
が
、

今
年
の
全
県
の
地
方
最
低

賃
金
審
議
会
か
ら
は
中
小

企
業
支
援
の
充
実
を
求
め

る
意
見
が
上
げ
ら
れ
た
。

初
任
給
の
引
き
上
げ

が
喫
緊
の
課
題

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

に
伴
っ
て
、
高
卒
初
任
給

が
最
低
賃
金
以
下
に
な
っ

て
い
る
公
務
、
民
間
の
職

場
が
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
。

茨
城
県
の
最
低
賃
金
９

１
１
円
の
場
合
、
９
１
１

×
１
７
３
．
８
＝
１
５
万

８
３
３
２
円
以
下
だ
と
最

低
賃
金
以
下
に
な
る
。

高
卒
初
任
給
を
最
低
で

も
１
６
万
円
以
上
、
茨
城

労
連
の
要
求
で
あ
る
初
任

給
２
０
万
円
以
上
を
実
現

す
る
必
要
が
あ
る
。

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

は
、
購
買
意
欲
の
向
上
に

も
つ
な
が
り
、
地
域
経
済

を
考
え
る
上
で
も
必
用
不

可
欠
な
こ
と
で
あ
る
。

特
に
コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
後
に
引
き
起
こ
さ
れ
た

品
不
足
や
物
価
高
に
よ
る

生
活
困
窮
を
支
援
す
る
た

め
に
は
、
最
低
賃
金
を
全

国
一
律
１
５
０
０
円
に
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

各
労
働
組
合
で
は
、
各

自
の
基
本
給
が
時
給
い
く

ら
に
な
る
か
を
計
算
し
、

最
低
賃
金
ギ
リ
ギ
リ
で
働

い
て
い
る
労
働
者
が
ド
ラ

く
ら
い
い
る
か
な
ど
を
明

ら
か
に
す
る
最
低
賃
金
学

習
会
を
開
催
す
る
必
要
が

あ
る
。

ま
た
、
い
ば
ら
き
コ
ー

プ
労
組
の
代
議
員
発
言
に

あ
っ
た
よ
う
に
、
社
会
保

障
の
充
実
を
求
め
る
運
動

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

第179号 茨城労連通信 2022年10月10日

大 会 宣 言

茨城労連は、9月24日に第34回定期大会を開催し、一年間の
たたかいを総括するとともに、2022年度運動方針を確立しまし
た。

7月の参議院選挙では、茨城労連は県内各政党や候補者に要
請書を送付し、アンケートに取り組みました。しかし、市民
と野党の共闘に対する攻撃が激しく、市民と野党の共闘によ
る当選は一部にととどまりました。
結果、自民党は単独過半数を確保し、自公や維新の会、国

民民主党の改憲勢力は改憲発議要件である3分の2を大きく上回
る177議席を獲得しました。
しかし、参議院選挙時に暴漢によって襲撃されて死亡した

安倍元首相の問題から反社会的カルト集団である旧統一協会
（世界平和統一家庭連合）と自民党の関係が大きな社会問題
になっています。
国民の批判を受けて渋々出した自民党の調査でも自民党の

国会議員の過半数に近い179人が関わっているということです。
自民党は179人が関わりながら、自民党とは関係がなく議員個
人が関係していたと強弁し、安倍元首相や安倍派の国会議員
の再調査をしようとしていません。
こうした中で、国葬を閣議決定だけで実施することを決め

た岸田内閣に対する支持率は急落しています。
岸田内閣は、ウクライナ戦争を悪用して軍事費のGDP比2％増

額や敵基地攻撃能力の整備、核共有など戦争をする国作りを
推進しようとしています。

8月24日には、原発新増設の方針を表明し、東海第二原発も
含め全国7基の原発を2023年夏以降に再稼働させることを明らか
にしました。
国葬に16億6000万円かけて強行しようとしていますが、コロナ

禍と物価高の中で、国民生活こそ支援を充実すべきという声
が全国で巻き上がっています。
大会では、安心して働き暮らし続けられる平和で公正な社

会と職場を実現させるため、たたかう労働組合のバージョン
アップと組織拡大強化の運動を大きく前進させることを確認
しました。
茨城県の最低賃金が911円になったことを踏まえて、公務・

民間を問わず高卒初任給の引き上げと全ての労働者の賃金底
上げを幅広い労働者や県民との共同、地域での共同により実
現していく必要があります。
茨城労連は、格差と貧困解消に取り組むとともに、戦争を

する国づくりに反対し、憲法を守り活かして、民主主義を守
るとりくみを強化してたたかう決意を表明します。以上、こ
こに宣言します。

２０２２年9月24日

茨城県労働組合総連合 第34回定期大会

最
低
賃
金
９
１
１
円
に
な
る
！


